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平成 25 年４月１日 

各      位 

会 社 名   ファーマライズホールディングス株式会社 

代表者名       代表取締役社長    大野 利美知 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード番号 2796） 

問合せ先      専務取締役執行役員      秋山 昌之 

（TEL．03－3362－7130） 

有限会社たかはしの株式取得（子会社化）に関するお知らせ 

当社は、平成 25 年４月１日開催の取締役会において、有限会社たかはしの発行済株式の全部を取得し、子会

社化することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

記 

１．株式の取得の理由 

当社グループは調剤薬局事業を主たる事業としており、高水準の調剤サービスを安定して提供できる能力と、

日本全国に展開する店舗（本日現在 207 店舗）で効率的なドミナント圏を形成していることを裏付けに、中期経

営計画に基づき新たな成長ステージに向けたソフト（高付加価値）戦略とハード（地域密着）戦略を並行して推

進しております。 

ソフト戦略とは、これまでも積極的に取り組んできた地域医療（在宅医療、施設調剤等）や後発医薬品の推

奨品目選定に関するノウハウ、予防医療の提案能力など当社グループ独自の強みにさらに磨きをかけることであ

ります。ハード戦略とは、当社グループが店舗展開している地域社会への貢献を重要な命題と認識し、「地域医

療への貢献」という理念を共有できる企業との提携関係や資本関係の構築を拡大することであります。また、当

社グループは平成 21 年６月１日より持株会社が地域の薬局運営会社を統括する体制に移行し、グループネット

ワークの拡大とグループ全般の運営効率向上に努めております。 

この度、有限会社たかはし（以下「たかはし」という）は当社グループの掲げる企業理念（地域医療への貢

献、患者への良質な医療サービス、医療情報の共有化）及び戦略に共鳴し、当社グループに参画することとなり、

当社は、たかはしの発行済株式の全部を取得し、子会社といたします。たかはしは、北海道釧路市内で調剤薬局

（本日現在３店舗）を運営し、釧路地区において信認の厚い有力企業であります。 

当社グループにおいて北海道地区は、グループ基盤を形成する重点地区との認識のもと、調剤薬局事業及び

医療モール事業を展開しております。調剤薬局事業は、子会社の株式会社ふじい薬局と北海道ファーマライズ株

式会社の２社で店舗（本日現在 39 店舗）を展開しております。また医療モール事業は、子会社のファーマライ

ズ株式会社によって札幌駅直結の JR タワーオフィスプラザさっぽろ（札幌市中央区北５条西２丁目）の３フロ

アーに「ファーマライズ医療モール」を展開し、北海道地区の「地域医療への貢献」を推進するための新しいア

プローチと位置付けております。 

たかはしを当社グループに取り込むことにより、道東地区で３店舗の事業効率の高い薬局を取得することが

でき、さらにたかはしがこれまで培ってきた地域の人的ネットワーク等の地域医療に関するノウハウを重視し、

加えて当社グループの地域医療や後発医薬品に関するノウハウを融合することで、当社グループ内におけるシナ

ジー効果の発現を見込むことができます。 

たかはしの代表取締役社長 高橋貢氏を、将来的な北海道地区における当社グループ経営の中核を担う人材と

して、当社の執行役員として迎え、当社グループの企業価値向上に反映させて参りたいと考えております。 
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２．異動の方法 

当社は、たかはしの発行済株式の全部を取得いたします。これにより、たかはしは当社の子会社になります。 

なお、当社は現段階においてたかはしの株式を保有しておりません。また、株式取得資金につきましては、

保有現預金を予定しております。 

 

３．異動する子会社（有限会社たかはし）の概要 

（１） 商 号 有限会社たかはし 

（２） 本 店 所 在 地 北海道釧路市南大通一丁目 3番 6号 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 高橋 貢 

（４） 事 業 内 容 調剤薬局事業、一般薬品事業 

（５） 資 本 金 の 額 3,000,000 円 

（６） 設 立 年 月 日 平成９年６月４日 

（７） 

 

大株主及び持株比率 

 

高橋 貢      40 株（66.7%） 

高橋 広美      20 株（33.3%） 

資 本 関 係 該当事項はございません。  

人 的 関 係 該当事項はございません。  

取 引 関 係 該当事項はございません。 

（８） 
上場会社と当該会社と

の 関 係 等 

関連当事者へ

の 該 当 状 況
該当事項はございません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 

 平成 22 年７月期 平成 23 年７月期 平成 24 年７月期 

純 資 産 119,060 131,419 132,494

総 資 産 441,160 444,474 459,303

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 1,984,343 円 50 銭 2,190,333 円 20 銭 2,208,246 円 97 銭

売 上 高 994,285 1,047,261 1,078,685

営 業 利 益 △ 1,405 15,679 △ 2,808

経 常 利 益 6,872 26,342 2,746

当 期 純 利 益 533 12,359 1,074

１株当たり当期純利益（円） 8,897 円 57 銭 205,989 円 70 銭 17,913 円 77 銭

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） － －  －

（単位：千円） 
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４．株式取得の相手先の概要 

（１） 氏 名 高橋 貢 

（２） 住 所 札幌市中央区 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 
該当事項はございません。 

 

（１） 氏 名 高橋 広美 

（２） 住 所 北海道釧路市 

（３） 
上 場 会 社 と 

当 該 個 人 の 関 係 
該当事項はございません。 

 

５．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

(１)異動前の所有株式数 

０株 

（議決権の数：０個） 

（所 有 割 合：0.0％） 

(２)取 得 株 式 数          

60 株 

（議決権の数：60 個） 

（取 得 価 額：820 百万円） 

(３)異動後の所有株式数 

60 株 

（議決権の数：60 個） 

（所 有 割 合：100.0％） 

(４)取得価額の算定根拠 

たかはしの過去の経営成績及び財政状態の実績、実施した財務的デューデリジェンスの結果並びに今

後の見込み等を加味し、当社グループ加入後に当社グループに流入が見込まれる将来キャッシュ・フロ

ーの割引現在価値の累計額が、取得価額を上回ると見込まれる期間と、当社で定めた年商等に応じた投

資の回収期間の目安とを比較し、概ね目安の期間内で回収されると見込まれる金額の範囲内で株主との

交渉の結果、双方で合意した金額を取得価額とします。なお、取得の対価性が認められる外部のアドバ

イザー等に支払う特定の報酬・手数料等は含まれておりません。 

 

６．日程 

取 締 役 会 決 議 平成 25 年４月１日 

引 渡 期 日 平成 25 年４月 30 日（予定） 

  

７．今後の見通し  

たかはしのみなし取得日を当連結会計年度末にするため、当連結会計年度は貸借対照表のみ連結することと

なる予定です。 

 

以  上 


